






































いうかたちでクラスに入るとい こ になりまし私にも相談があったあとな ですが、すぐに校長にも相談が き、入ってもらうということに った。と言われました。ルールも何もないままはじまる あらぬ方向にいくのではないかと心配なのですが、増田先生はどう思われますか。 」　
電話で詳しく聞いてみると、木曜日にクラスのある














































































が励ましてくれるのだが、具体的な手立てを教えてもらえないので困っていることなども話してくれた。私は一つひとつの事例に対してのアドバイスをし、学級崩壊を起こさせているグループの存在 それに対しの指導、まわりの子どもを教師 味方にしていく具体的な手立てなどを噛んで含めるように教えたのである。まず誰に働きかけていくか、その時に何をどのような順番で話すかなど 具体的な指導 教えていった。それだけで、３時間近くかかってしまった。　
帰りぎわの吉田さんは、来た時とは別人のように明








ランコの順番」という概念す ない子どもや、暴力をすぐにふるう子、も すごく自己中心的 わがままな子などが激増している。　
そこには、一人の教師ではどうにもならない、現代
日本の どもが育つ条件の深い危機が存在 ている。「現代の貧困」の中で幼少期に必要な愛情を得 れず、年齢に応じた発達保障がされていな 不幸は、 どもの罪ではない でないだろうか。　
若い教師を叱責する校長や指導主事たちの年代が経
験したことのない困難を背負い、時代 「負債」を引き受けて現代の若い教師は教壇に立っている である。そのことを理解したうえで若い 師たちを指導していかなければ、すぐに辞職してしまったり、精神的な疾患を煩ってしまうに違いない。 「今の若 教師は我慢が足りない」 と言われるが、 そん 問題 はないの あ 。　
現代の子どもの姿をしっかりと見つめ、 「あるべき




は、 「小学校教諭教職課程カリキュラム」を独自に 成し、大学の教員養成をもっと現場に即した人材に育るように組みかえることを要請してきてい 。私たち白梅学園大学の小学校教員養成課程の担当者は、東京都が作成した「小 校 諭教職課程カリキュラム」をもとに、 「小学校教諭をめざす人のためのガイドブック」を早急に作りあげ、２月現在ですでに印刷所に発注している。東京都のカリキュラムだけ なく、 「小学校教諭の魅力」 「小学校教諭になるまでの道筋」 「小学校教諭に必要とされる力」などを盛り込ん いる。　
小学校教諭は、すぐに現場で担任を任されることが
多い。特に、東京都はベテランの先生方がどんどん退職し、そのかわりに大量に若い先生方を採用してい 。そのため、１年目から担任を任されるだけでなく、新しく入ってきた新任 の相談に乗るといった余裕なくなっている。なぜなら、若い先生方はどうしても
自分のことだけで精一杯になってしまうからである。本来なら、若い先生が自分の学級に専念する環境を整える必要があるし、自分の学級 専念する権利があるはずだと思うのだが、多忙な現場 中ではそれが許されなくなっている 現状である。　
だからこそ、現場１年目からなんとか困難な状況を






用いて、臨床教育学という科学的な視点からアプローチしていった。この方法は、教育の一場面を客観的・具体的に捉え 事実を抜き出していく中で、問題となる部分や子どもたちの様子などを整理し、違う場面との比較を通じて教師の対応 探って くも である。　
私は、最初このアプローチの方法について、どのよ
うな手段、手順で進め けばよい かわからず戸惑いもあったが、 『なるほど、そういうことか』と徐々に納得できる場面が増えていった。　
特に、納得できたのは学級崩壊について 事例を検
討する時である。グループのメンバーそれぞれで気づいたことを短冊に書き出し それを模造紙に貼るのである。すると、私自身が気づいた事と一致するものや、似たようなもの まとめ ことができた。こう ことで、気づ 整理し把握できる。しかし、この方法で最も良いと感じた ころはこ 部分ではない。それは、自分自身では気付かなかった を 他のメンバーが気づい ことを共有することができるところである。 このことに って、 情報を共有するこ ができ、より具体的に問題・課題についての対応 考えることができるのである。一目 事実や問題点 把握ことで、誰もが同じスタートラインから考え始める事ができるのである。　
学生達は、現場に出て様々な困難に出会うことだろ
う。しかし、そうした困難さのみに目を奪われるのではなく、それをどのようなステップで解決していくかという実践的な目を育てていくべきである。また、問題を科学的に分析していく能力もある程度身 付けさせてから、大学を卒業させたいと考えている。　
まだまだ不十分な面があるが、現場の困難さに立ち
向かうことができ、しっかりとした学問の基礎を学べている学生を巣立たせたいと思っている。それが、養成校である白梅学園大学の課題である 小学校教員養成課程に関わる私たちの課題だ も考えている。
